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 1．数量化III類による健康調査の解析
                       統計数理研究所馬場康維









 2．数量化III類による実証的データ解析   集団検診データ，薬効データを例に
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 アイテム・カテゴリデータDに関して，各カテゴリに得点（数値）を与える数量化III類の問
題（Q3）を変換して，アイテムに得点を，カテゴリに重みを与える問題（Q3’）に定式化した．
次にデータDが，潜在的に多変量正規分布する連続データから導かれた場合を想定した．この
場合，Q3’のアナロジーは，各変量に得点（数値）と重み関数（連続関数）を定める問題（Q3”）
に表現された．更に重み関数をエルミット多項式で展開すると，Q3”は多変量正規分布の相関
係数行列沢のアダマール積伐（P）｝に関して，ある種の固有値問題に帰着した．そして｛R（P）｝
の固有値達の順序関係に対応して，得点は固有ベクトル，重み関数はエルミット多項式達によっ
て表現されることを示した．以上の理論的考察に基づいて数値実験を行なった．指定した相関
行列をもつ多変量正規分布を発生し，それから作られたデータDに対してQ3を適用した．そ
の結果，理論的予想に正確に一致するケースと，。部分的には一致したいように見えるケースが
あった．後者は今後の興味ある検討課題である．
